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(57)【要約】
【課題】視聴方向によって生じる表示むらを補正するた
めの表示装置を提供する。
【解決手段】画質調整装置２０の制御部２１は、視聴角
度を変更して表示むらの測定処理を実行し、この測定結
果を用いて視聴角度に応じた補正値の算出処理を実行し
、登録処理を実行する。液晶パネル１０は、視聴者検知
手段１２を介して視聴者を検知した場合には、平均視聴
角度を算出する。液晶パネル１０は、算出した平均視聴
角度に応じた補正値を、補正テーブルを用いて算出し、
この補正値を用いて画像信号を補正して、画像表示処理
を実行する。
【選択図】図１



(2) JP 2012-60332 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視聴角度に対応させて輝度の補正値を記憶した補正テーブルを記憶した補正情報記憶手
段と、
　視聴者の位置を検出する視聴者検知手段と、
　画像データを補正する制御手段とを備えた表示装置であって、
　前記視聴者検知手段において、視聴者の位置に応じた視聴角度を算出し、
　前記制御手段が、前記補正情報記憶手段から、前記視聴角度に対応した補正テーブルを
取得し、
　前記補正テーブルを用いて画像データを補正することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記視聴者検知手段において算出した視聴角度に応じて、補正テーブルに記憶された視
聴角度を補間して、輝度補正を行なうことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記視聴者検知手段において視聴者の優先順位を特定し、
　優先順位が高い視聴者の位置に応じた視聴角度を算出し、
　この視聴角度を用いて輝度補正テーブルを特定することを特徴とする請求項１又は２に
記載の表示装置。
【請求項４】
　視聴者識別情報に対応させて優先順位を記憶した視聴者情報記憶手段を更に備え、
　前記視聴者検知手段において、前記視聴者情報記憶手段に記憶された視聴者識別情報を
用いて視聴者を特定し、
　前記視聴者情報記憶手段から、前記特定された視聴者の優先順位を特定することを特徴
とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記視聴者検知手段において、視聴者までの距離を算出し、
　この距離に基づいて、優先順位を特定することを特徴とする請求項３に記載の表示装置
。
【請求項６】
　視聴者の優先順位に基づいて加重値を決定し、
　前記加重値を用いて、前記補正テーブルに記憶された補正値を修正することを特徴とす
る請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　所定範囲に存在する視聴者に基づいて重み付けすることを特徴とする請求項６に記載の
表示装置。
【請求項８】
　視聴角度に対応させて輝度の補正値を記憶した補正テーブルを記憶した補正情報記憶手
段と、画像データを補正する制御手段とを備えた表示装置であって、
　前記補正情報記憶手段には、
　前記表示装置の正面から輝度を測定した輝度に対応させた正面補正テーブルと、
　前記表示装置の斜めから輝度を測定した輝度に対応させた斜め補正テーブルと、
　前記正面補正テーブルと前記斜め補正テーブルとに含まれる補正値に対して、視聴角度
に応じた重み付けにより修正した統合補正テーブルを記憶させたことを特徴とする表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視聴方向によって生じる表示むらを補正するための表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　今日、液晶パネル等のディスプレイの製造ラインは、均一な品質を実現できるように構
築されている。しかし、このような製造ラインにおいても、個々のディスプレイには、製
造バラツキが発生する。そこで、各ディスプレイにおいて、よりよい画像を出力できるよ
うに調整するための技術が検討されている（例えば、特許文献１参照。）。この特許文献
１に記載の技術では、画質調整装置の制御部が、テストパターンを生成し、液晶パネルに
供給し、撮影カメラから出力画像を取得する。そして、出力画像データについてバンドパ
スフィルタリングを行ない、補正値を算出する。そして、すべての基準階調について補正
テーブルの算出を終了した場合、補正回路のＲＯＭに書き込む。液晶パネルに画像を表示
するための画像信号は、ＲＯＭに記録された補正テーブルを参照し、線形補間された補正
値を算出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－５７１４９号公報（第１頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ディスプレイによっては、視聴者が閲覧する角度（視聴角度）によって、画像の見え方
が異なる。特に、輝度は視聴角度に依存する場合がある。また、コスト低減を目的として
、ディスプレイに無研磨ガラスを用いることを検討した場合、この影響が大きくなること
がある。すなわち、無研磨ガラスは、パネル面内において表面むらがあり、視聴角度によ
っては、輝度変化が大きくなるという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、視聴方向によ
って生じる表示むらを補正するための表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、視聴角度に対応させて輝度の
補正値を記憶した補正テーブルを記憶した補正情報記憶手段と、視聴者の位置を検出する
視聴者検知手段と、画像データを補正する制御手段とを備えた表示装置であって、前記視
聴者検知手段において、視聴者の位置に応じた視聴角度を算出し、前記制御手段が、前記
補正情報記憶手段から、前記視聴角度に対応した補正テーブルを取得し、前記補正テーブ
ルを用いて画像データを補正することを要旨とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の表示装置において、前記視聴者検知手段に
おいて算出した視聴角度に応じて、補正テーブルに記憶された視聴角度を補間して、輝度
補正を行なうことを要旨とする。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の表示装置において、前記視聴者検知
手段において視聴者の優先順位を特定し、優先順位が高い視聴者の位置に応じた視聴角度
を算出し、この視聴角度を用いて輝度補正テーブルを特定することを要旨とする。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の表示装置において、視聴者識別情報に対応
させて優先順位を記憶した視聴者情報記憶手段を更に備え、前記視聴者検知手段において
、前記視聴者情報記憶手段に記憶された視聴者識別情報を用いて視聴者を特定し、前記視
聴者情報記憶手段から、前記特定された視聴者の優先順位を特定することを要旨とする。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、請求項３に記載の表示装置において、前記視聴者検知手段に
おいて、視聴者までの距離を算出し、この距離に基づいて、優先順位を特定することを要
旨とする。
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【００１１】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置において、視
聴者の優先順位に基づいて加重値を決定し、前記加重値を用いて、前記補正テーブルに記
憶された補正値を修正することを要旨とする。
　請求項７に記載の発明は、請求項６に記載の表示装置において、所定範囲に存在する視
聴者に基づいて重み付けすることを要旨とする。
【００１２】
　請求項８に記載の発明は、視聴角度に対応させて輝度の補正値を記憶した補正テーブル
を記憶した補正情報記憶手段と、画像データを補正する制御手段とを備えた表示装置であ
って、前記補正情報記憶手段には、前記表示装置の正面から輝度を測定した輝度に対応さ
せた正面補正テーブルと、前記表示装置の斜めから輝度を測定した輝度に対応させた斜め
補正テーブルと、前記正面補正テーブルと前記斜め補正テーブルとに含まれる補正値に対
して、視聴角度に応じた重み付けにより修正した統合補正テーブルを記憶させたことを要
旨とする。
【００１３】
　（作用）
　本発明によれば、視聴角度に対応させて輝度の補正値を記憶した補正テーブルを記憶し
た補正情報記憶手段と、視聴者の位置を検出する視聴者検知手段と、画像データを補正す
る制御手段とを備えた表示装置である。この表示装置は、視聴者検知手段において、視聴
者の位置に応じた視聴角度を算出し、制御手段が、補正情報記憶手段から、前記視聴角度
に対応した補正テーブルを取得し、補正テーブルを用いて画像データを補正する。このた
め、表示むらの視聴角度依存性が大きい場合においても、視聴者の位置を検知して、動的
に視聴角度に応じて画像補正を行なうことができる。従って、視聴位置に応じて画質を改
善した画像を提供することができる。
【００１４】
　本発明によれば、視聴者検知手段において算出した視聴角度に応じて、補正テーブルに
記憶された視聴角度を補間して、輝度補正を行なう。このため、視聴者は、表示むらの視
聴角度によって輝度が変化する場合であっても、より均一な輝度で表示可能な画像を提供
することができる。
【００１５】
　本発明によれば、前記視聴者検知手段において視聴者の優先順位を特定し、優先順位が
高い視聴者の位置に応じた視聴角度を算出し、この視聴角度を用いて輝度補正テーブルを
特定する。このため、複数の視聴者が閲覧している場合には、優先順位に応じて調整した
画像を提供することができる。
【００１６】
　本発明によれば、視聴者識別情報に対応させて優先順位を記憶した視聴者情報記憶手段
を更に備え、視聴者検知手段において、視聴者情報記憶手段に記憶された視聴者識別情報
を用いて視聴者を特定し、視聴者情報記憶手段から、特定された視聴者の優先順位を特定
する。このため、予め登録した視聴者毎の優先順位を用いて、優先順位を決定することが
できる。
【００１７】
　本発明によれば、視聴者検知手段において、視聴者までの距離を算出し、この距離に基
づいて、優先順位を特定する。このため、視聴者の距離を考慮した優先順位を決定するこ
とができる。
【００１８】
　本発明によれば、視聴者の優先順位に基づいて加重値を決定し、加重値を用いて、前記
補正テーブルに記憶された補正値を修正する。このため、視聴者の優先順位を考慮した視
聴角度を用いて、画像を調整することができる。
【００１９】
　本発明によれば、所定範囲に存在する視聴者に基づいて重み付けする。このため、距離
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が近い場合には、表示むらの影響が大きくなるので、このような視聴者を優先して、画像
の補正を行なうことができる。
【００２０】
　本発明によれば、視聴角度に対応させて輝度の補正値を記憶した補正テーブルを記憶し
た補正情報記憶手段と、画像データを補正する制御手段とを備えた表示装置である。この
表示装置は、補正情報記憶手段には、表示装置の正面から輝度を測定した輝度に対応させ
た正面補正テーブルと、表示装置の斜めから輝度を測定した輝度に対応させた斜め補正テ
ーブルと、正面補正テーブルと前記斜め補正テーブルとに含まれる補正値に対して、視聴
角度に応じた重み付けにより修正した統合補正テーブルを記憶させる。このため、表示装
置は、予め視聴者の存在確率に基づいて決定した加重値により、単一の補正テーブルを用
いて、画像を調整することができる。従って、動的に補正テーブルを変更することができ
ないが、簡易な構成により、視聴角度を考慮した画像を提供することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、視聴方向によって生じる表示むらを補正するための表示装置を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態における画像補正データ生成システムの説明図。
【図２】本発明の第１実施形態における各処理の処理手順の流れ図。
【図３】本発明の第２実施形態における各処理の処理手順の流れ図。
【図４】本発明の第３実施形態における各処理の処理手順の流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　（第１実施形態）
　以下、本発明の第１実施形態における表示装置について説明する。本実施形態では、表
示装置の表示むら（輝度むら）を抑制して画質を改善する場合を想定する。なお、本実施
形態では、図１に示すように、表示装置として、液晶パネル１０を用いる。また、この液
晶パネル１０には、画質を改善するために補正データを用いる。この補正データを生成す
るために、画像補正データ生成システムを用いて、液晶パネル１０の表示むらを測定し、
これに応じた補正テーブルを作成する。
【００２４】
　液晶パネル１０は、透明電極に挟まれた液晶（液晶部）と、背面から液晶を照明するバ
ックライトから構成されている。このため、液晶パネル１０には、液晶部のむらやバック
ライトの周辺減光が重畳された画像が出力されることになる。
【００２５】
　そこで、液晶パネル１０の画質を改善するために、液晶パネル１０は、供給される画像
信号を調整するための補正回路１５を備えている。具体的には、液晶パネル１０に画像を
表示するための画像信号（ＲＧＢ信号）は、液晶パネル１０とともに補正回路１５に供給
される。
【００２６】
　更に、液晶パネル１０には、視聴者検知手段１２が設けられている。この視聴者検知手
段１２は、撮像装置を備えており、液晶パネル１０を閲覧する視聴者の位置と距離とを検
出する。具体的には、視聴者検知手段１２は、デジタルカメラ等に用いられている公知の
顔認識技術を用いる。この顔認識技術においては、視聴者検知手段１２に顔パターンデー
タを保持させておき、撮影画像と顔パターンとを比較して、顔の位置、すなわち視聴者の
位置を特定することができる。そして、視聴者検知手段１２は、特定した視聴者位置から
、液晶パネル１０の正面を中心として水平方向の角度（右方向を「＋」、左方向を「－」
とする角度）を算出することにより視聴角度を特定する。更に、視聴者検知手段１２は、
液晶パネル１０から視聴者までの距離を特定する。本実施形態では、この視聴者検知手段
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１２の視聴者毎の視聴角度から、補正に用いる補正データが特定される。
【００２７】
　補正回路１５は、補正テーブルを記録するための不揮発性メモリ（ＲＯＭ１５ａ）と、
使用する補正データを保持するＲＡＭ１５ｂとを備える。ＲＯＭ１５ａには、入力された
画像信号の信号値を調整するための補正値に関するデータ（補正テーブル）が記録される
。本実施形態では、代表視聴角度毎で基準階調毎に補正値の平面分布が記録される。本実
施形態においては、代表視聴角度として、０度（正面）、±４５度（右４５度、左４５度
）の三種類の角度を用いる。視聴角度における表示むらを補正するために、ＲＯＭ１５ａ
には、この代表視聴角度毎に補正テーブルが記録される。
【００２８】
　本実施形態では、ＲＡＭ１５ｂが補正情報記憶手段として機能する。ここでは、補正回
路１５は、液晶パネル１０の電源がオンされた場合、ＲＯＭ１５ａから補正データを呼び
出し、ＲＡＭ１５ｂに転送し、視聴者の状況が変化した場合にＲＡＭ１５ｂの補正データ
の更新を行なう。そして、電源がオフされた場合には、ＲＡＭ１５ｂに記憶されていた補
正データは消去される。
【００２９】
　補正回路１５は、ＲＯＭ１５ａの他に、図示しない選択・補間手段や加算手段を備える
。選択・補間手段は、ＲＡＭ１５ｂに記録された補正テーブルを、ＲＧＢ信号毎に参照す
る。ここでは、選択・補間手段は、画像信号の各ＲＧＢ信号値に隣接する二つの基準階調
の補正テーブルにおいて、画像信号のピクセル位置（ｘｙ座標）を囲む四つのブロック格
子点によって決まる補正値（２×４＝８個）を取得する。そして、選択・補間手段は、取
得した補正値について、画像信号の信号値と各格子点との距離に応じて線形補間を行なう
。そして、加算手段は、選択・補間手段から取得した補正値を、入力された画像信号に加
算する。補正後の画像信号は、液晶部を駆動するための液晶部駆動手段１１に供給される
。これにより、液晶パネル１０は、この補正された画像信号に基づく画像を表示する。
【００３０】
　この補正値を算出するための画像補正データ生成システムは、画質調整装置２０、撮影
カメラ３０、テストパターン発生装置４０及びＲＯＭライタ５０から構成されている。こ
こで、撮像手段としての撮影カメラ３０は、液晶パネル１０上に表示された画像を撮影し
、出力画像データを画質調整装置２０に供給する。本実施形態では、撮影カメラ３０とし
て、ＣＣＤ素子を備えたモノクロカメラを用いる。そして、液晶パネル１０に表示された
画像を撮影する。
【００３１】
　信号発生手段としてのテストパターン発生装置４０は、画質調整装置２０からの指示に
基づいて、液晶パネル１０にテストパターン信号を供給する。本実施形態では、８ｂｉｔ
のＲＧＢ信号を液晶パネル１０の全面に供給する。
　ＲＯＭライタ５０は、画質調整装置２０から出力される補正値データ（補正テーブル）
を液晶パネル１０のＲＯＭ１５ａに書き込む。
【００３２】
　画質調整装置２０は、液晶パネル１０の画質を調整するための補正値を算出する処理を
実行するコンピュータ端末である。この画質調整装置２０は、制御部２１及び補正テーブ
ル記憶部２２を備える。
【００３３】
　制御部２１は、制御手段としてのＣＰＵ、ＲＡＭ及びＲＯＭ等を有し、後述する処理（
むら測定段階、補正値算出段階及び補正値登録段階等を含む処理）を行なう。このための
補正データ生成プログラムを実行することにより、制御部２１は、むら測定手段、補正値
算出手段及び補正値登録手段として機能する。
【００３４】
　補正テーブル記憶部２２は、液晶パネル１０の画像を補正するための補正データ（補正
情報）を記憶する。補正テーブル記憶部２２には、本実施形態において、視聴角度毎の補
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正テーブルが記憶されている。本実施形態では、液晶パネルの正面を０度とする補正テー
ブルと、これに対して左右に±４５度となる補正テーブルとが記憶されている。この補正
データは、画質調整装置２０が測定した画像に応じて補正テーブルを算出した場合に記録
される。
【００３５】
　画質調整装置２０に接続されたＲＯＭライタ５０は、画質調整装置２０に記憶された補
正テーブルを取得し、調整対象の液晶パネル１０のＲＯＭ１５ａに書き込む。
　上記の画像補正データ生成システムを用いて、液晶パネル１０の補正テーブルを生成す
るための補正テーブル生成処理及びこの補正テーブルを用いた液晶パネル１０の表示処理
について、図２を用いて説明する。
【００３６】
　（補正データ生成処理）
　まず、補正データ生成処理について説明する。本実施形態では、所定の階調毎に表示む
らを抑制するための補正テーブルを、予め定めた代表視聴角度（０度、±４５度）毎に生
成する。この代表視聴角度毎に表示むらを測定するために、撮影カメラ３０を、この方向
に配置する。そして、この代表視聴角度毎に以下の処理を繰り返す。
【００３７】
　まず、画質調整装置２０の制御部２１は、表示むらの測定処理を実行する（ステップＳ
１－１）。具体的には、制御部２１が、テストパターン発生装置４０に対して、調整対象
階調の画像出力を行なうためのＲＧＢ信号の出力を指示する。ここでは、調整対象階調に
おいて、液晶パネル１０の全面に対して、Ｒ信号値、Ｇ信号値、Ｂ信号値が同じ信号（共
通する信号値）を用いる。この指示に応じて、テストパターン発生装置４０は、調整対象
階調となる８ｂｉｔのＲＧＢ信号を液晶パネル１０に供給する。
【００３８】
　そして、液晶パネル１０は、これに応じて調整対象階調のグレー画像を出力する。この
場合、液晶においてセルギャップのむらや、バックライトの明るさにむらがある場合には
、液晶パネル１０において、これらのむらが重畳された表示むらが生じる。ここで、撮影
カメラ３０は、表示むらが重畳された画像を撮影する。
【００３９】
　そして、画質調整装置２０の制御部２１は、出力画像の取得処理を実行する。具体的に
は、制御部２１は、液晶パネル１０を撮影した出力画像データを撮影カメラ３０から取り
込む。そして、制御部２１は、この出力画像データを、８×８ピクセルから構成されたブ
ロック毎の輝度分布に変換し、フィルタ手段に供給する。
【００４０】
　次に、画質調整装置２０の制御部２１は、フィルタリング処理を実行する。具体的には
、制御部２１は、取得した出力画像データに対してバンドパスフィルタリングを行なうこ
とにより、バンドパスデータを算出する。このバンドパスデータは、液晶パネル１０の面
内の輝度分布に応じて、低周波成分や高周波成分を除いた分布から構成される。
【００４１】
　次に、画質調整装置２０の制御部２１は、補正値の算出処理を実行する（ステップＳ１
－２）。具体的には、制御部２１は、バンドパスデータを反転させた補正テーブルを生成
する。ここでは、予め設定された階調（基準階調）毎に、液晶パネル１０上の補正値の分
布を算出する。本実施形態では、８ｂｉｔで表現される信号値において所定数（例えば、
１０段階）の基準階調を用いる。そして、基準階調に対応した調整対象階調を１段階毎に
順次変更し、調整対象階調毎に補正テーブルを生成する。更に、補正情報生成手段は、調
整を行なった基準階調を特定する識別子、代表視聴角度に関連付けて補正テーブルを補正
テーブル記憶部２２に一時記憶する。以上の処理を、予め定められた視聴角度毎に繰り返
す。
【００４２】
　そして、すべての代表視聴角度についての補正値の算出を終了した場合、画質調整装置
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２０の制御部２１は、代表視聴角度に関連付けて補正値の登録処理を実行する（ステップ
Ｓ１－３）。具体的には、制御部２１は、補正テーブル記憶部２２に記憶された補正テー
ブルを、ＲＯＭライタ５０に供給する。この場合、ＲＯＭライタ５０は、液晶パネル１０
のＲＯＭ１５ａに補正テーブルを書き込む。これにより、ＲＯＭ１５ａには、代表視聴角
度に対応し、基準階調毎に、液晶パネル１０の面内のブロック位置（ｘｙ座標）に対して
補正値の分布が記録される。
【００４３】
　（表示処理）
　次に、液晶パネル１０における表示処理について説明する。
　まず、液晶パネル１０は、視聴者検知処理を実行する（ステップＳ２－１）。具体的に
は、液晶パネル１０が起動された場合、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、視聴者
の存在を特定する。更に、視聴者検知手段１２は、各視聴者の液晶パネル１０の中心から
の左右の位置と液晶パネル１０から視聴者までの距離を特定する。
【００４４】
　次に、液晶パネル１０は、平均視聴角度の算出処理を実行する（ステップＳ２－２）。
具体的には、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、特定した各視聴者の位置及び距離
から、各視聴者の視聴角度を算出する。ここでは、視聴者検知手段１２は、所定の距離範
囲内に存在する視聴者のみの位置を特定するものとする。
【００４５】
　複数の視聴者を検出した場合には、視聴者検知手段１２は、各視聴者の視聴角度を合計
して、視聴者の数で除算することにより、平均視聴角度を算出する。視聴者が１人の場合
には、その視聴者の視聴角度が平均視聴角度となる。なお、視聴者を検知できない場合に
は、視聴者検知手段１２は、視聴角度として「０度」を算出する。
　そして、視聴者検知手段１２は、算出した平均視聴角度を、視聴角度として補正回路１
５に供給する。
【００４６】
　次に、液晶パネル１０は、視聴角度に応じた補正値の算出処理を実行する（ステップＳ
２－３）。具体的には、液晶パネル１０の補正回路１５は、取得した視聴角度に対応する
補正テーブルをＲＡＭ１５ｂにおいて検索する。取得した視聴角度が、ＲＡＭ１５ｂに記
憶された代表視聴角度と一致する場合には、この代表視聴角度の補正テーブルを、ＲＡＭ
１５ｂに記録する。代表視聴角度と一致しない場合には、取得した視聴角度に隣接する代
表視聴角度の補正テーブルを抽出する。そして、補正回路１５は、この補正テーブルを用
いて、視聴角度における補正テーブルを、線形補間により算出する。補正回路１５は、算
出した視聴角度における補正テーブルを、ＲＡＭ１５ｂに記録する。
【００４７】
　そして、液晶パネル１０は、画像表示処理を実行する（ステップＳ２－４）。具体的に
は、液晶パネル１０の補正回路１５は、入力される画像信号に応じた補正値を、ＲＡＭ１
５ｂに記憶されている補正テーブルにおいて特定する。そして、補正回路１５は、この補
正値に応じて補正された画像信号を液晶部駆動手段１１に供給する。液晶部駆動手段１１
は、供給された画像信号に応じて各セルを表示する。
【００４８】
　本実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）　本実施形態では、画質調整装置２０は、視聴角度を変更して表示むらの測定処
理を実行し、この測定結果を用いて視聴角度に応じた補正値の算出処理を実行し、登録処
理を実行する（ステップＳ１－１～Ｓ１－３）。液晶パネル１０は、視聴者を検知した場
合には、平均視聴角度を算出し、この視聴角度に応じた補正値の算出処理を行なって画像
表示処理を実行する（ステップＳ２－１～Ｓ２－４）。液晶パネル１０によっては、視聴
角度によって表示むらの見え方が異なる場合がある。特に、安価な無研磨ガラスを用いた
液晶パネル１０の場合には、表示むらの視聴角度依存性が大きいことがある。このような
場合においても、視聴者の位置を検知して、動的に視聴角度に応じて画像補正を行なうこ
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とができる。従って、視聴位置に応じて画質を改善した画像を提供することができる。
【００４９】
　（２）　本実施形態では、視聴者検知手段１２は、所定の距離範囲内に存在する視聴者
のみの位置を特定する。距離が近い場合には、表示むらの影響が大きくなるので、このよ
うな視聴者を優先して、画像の補正を行なうことができる。
【００５０】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について、図３を用いて説明する。
　本実施形態は、上記第１実施形態と異なり、登録された視聴者の優先順位に応じて、視
聴角度を算出する。なお、上記実施形態と同様な部分については同一の符号を付し、その
詳細な説明は省略する。
【００５１】
　本実施形態の液晶パネル１０は、視聴者情報記憶手段としての登録視聴者データ記憶部
を備えている。この登録視聴者データ記憶部には、登録された視聴者に関する登録視聴者
レコードが記憶される。この登録視聴者レコードは、液晶パネル１０において、新たな視
聴者の顔画像の特徴量及び優先順位を取得して登録指示を受信した場合に記録される。こ
の登録視聴者レコードには、視聴者識別子、視聴者の顔画像の特徴量及び優先順位に関す
るデータが含まれる。
【００５２】
　視聴者識別子データ領域には、登録された各視聴者を特定するための識別子に関するデ
ータが記録される。
　視聴者の顔画像の特徴量データ領域には、この視聴者の顔画像の特徴量に関するデータ
が記憶されている。
　優先順位データ領域には、この視聴者の優先順位に関するデータが記憶されている。
【００５３】
　本実施形態の視聴者検知手段１２は、撮像装置において撮影された画像の中で、顔認識
パターンを用いて視聴者の顔を検出する。更に、視聴者検知手段１２は、登録視聴者デー
タ記憶部に記憶された視聴者の顔画像データを用いて、検出された顔の視聴者が、登録さ
れている視聴者か否かを判断する。視聴者検知手段１２は、登録された視聴者を検出した
場合には、この視聴者の優先順位に応じて、視聴者の位置及び距離に対応する視聴角度を
算出する。
【００５４】
　（表示処理）
　次に、本実施形態の液晶パネル１０における表示処理について説明する。
　まず、液晶パネル１０は、上記ステップＳ２－１と同様に、視聴者検知処理を実行する
（ステップＳ３－１）。次に、液晶パネル１０は、視聴者の顔認証処理を実行する（ステ
ップＳ３－２）。具体的には、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、第１実施形態と
同様に、撮影画像において特定したすべての顔画像における視聴角度と距離とを取得する
。更に、撮像画像において検出した顔画像データと、登録視聴者データ記憶部に記憶され
ている顔認識パターンとを比較し、登録された視聴者の顔画像を検索する。
【００５５】
　そして、液晶パネル１０は、登録視聴者を含むか否かを判断する（ステップＳ３－３）
。具体的には、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、登録視聴者データ記憶部に登録
されている顔画像の特徴量との一致度が基準値以上の顔画像を検出した場合には、視聴者
検知手段１２は、登録視聴者を含むと判断する。
【００５６】
　ここで、登録視聴者を含む場合（ステップＳ３－３において「ＹＥＳ」の場合）、液晶
パネル１０は、優先順位決定処理を実行する（ステップＳ３－４）。具体的には、検出さ
れた登録視聴者の優先順位を、登録視聴者データ記憶部から取得する。
【００５７】
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　そして、液晶パネル１０は、高順位の視聴者の視聴角度の算出処理を実行する（ステッ
プＳ３－５）。具体的には、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、優先順位が高い視
聴者の視聴角度を特定する。
【００５８】
　一方、登録視聴者を含まない場合（ステップＳ３－３において「ＮＯ」の場合）、液晶
パネル１０は、平均視聴角度の算出処理を実行する（ステップＳ３－６）。具体的には、
液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、ステップＳ２－２と同様に、平均視聴角度を算
出する。
【００５９】
　次に、液晶パネル１０は、視聴角度に応じた補正値の算出処理を実行する（ステップＳ
３－７）。ここでは、液晶パネル１０の補正回路１５は、ステップＳ３－５において特定
した高順位の視聴者の視聴角度、又はステップＳ３－６において特定した平均視聴角度を
用いて、ステップＳ２－３と同様に、補正を算出する。
【００６０】
　そして、液晶パネル１０は、ステップＳ２－４と同様に、表示処理を実行する（ステッ
プＳ３－８）。以上により、表示処理が完了する。
　本実施形態によれば、上述した（１）及び（２）と同様な効果に加えて、以下のような
効果を得ることができる。
【００６１】
　（３）本実施形態では、液晶パネル１０は、視聴者の顔認証処理を実行し（ステップＳ
３－２）、登録視聴者データ記憶部に記憶された登録者の場合には、その登録者の優先順
位を特定する。これにより、撮像装置によって作成された画像を用いて、視聴角度と距離
を算出するとともに、登録視聴者かどうかを判定することができる。そして、液晶パネル
１０は、登録視聴者データ記憶部に記憶された視聴者の優先順位を用いて優先順位決定を
実行し、高順位の視聴者の視聴角度の算出処理を実行する（ステップＳ３－４，Ｓ３－５
）。これにより、複数の視聴者が閲覧している場合には、優先順位に応じて調整した画像
を提供することができる。
【００６２】
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態について、図４を用いて説明する。
　本実施形態は、上記第１実施形態と異なり、視聴者の位置を予め想定して補正テーブル
を作成する。なお、上記実施形態と同様な部分については同一の符号を付し、その詳細な
説明は省略する。
【００６３】
　本実施形態の液晶パネル１０では、上記実施形態と異なり、視聴者検知手段１２を設け
ない代わりに、画質調整装置２０の制御部２１において、想定される視聴角度毎の補正テ
ーブルを作成し、視聴角度に重み付けして統合した補正テーブル（統合補正テーブル）を
作成する。このために、制御部２１は、想定視聴角度及び想定視聴角度毎の加重値データ
を保持している。この加重値は、視聴角度における視聴者の存在確率に基づいて決定し、
合計すると「１」になるように規格化されている。
　また、本実施形態の補正回路１５は、ＲＯＭ１５ａが補正情報記憶手段として機能する
。本実施形態の補正回路１５は、ＲＯＭ１５ａに記録された統合補正テーブルを用いて画
像信号を補正する。
【００６４】
　（補正データ生成処理）
　まず、本実施形態の補正データ生成処理について説明する。本実施形態では、上記実施
形態と異なり、補正テーブルを１つ生成する。
【００６５】
　まず、画質調整装置２０の制御部２１は、上記ステップＳ１－１，Ｓ１－２と同様に、
代表視聴角度毎に、表示むらの測定処理、補正値の算出処理を実行する（ステップＳＳ４
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－１，Ｓ４－２）。
【００６６】
　次に、画質調整装置２０の制御部２１は、視聴角度に重み付けして補正値の登録処理を
実行する（ステップＳ４－３）。具体的には、制御部２１は、想定視聴角度毎の同じ階調
の補正テーブルに含まれる補正値を、想定視聴角度に応じた加重値を乗算して合計した統
合補正テーブルを生成する。制御部２１は、生成した統合補正テーブルをＲＯＭライタ５
０に供給する。この場合、ＲＯＭライタ５０は、液晶パネル１０のＲＯＭ１５ａに、この
統合補正テーブルを書き込む。これにより、ＲＯＭ１５ａには、基準階調毎に、液晶パネ
ル１０の面内のブロック位置（ｘｙ座標）に対して補正値の分布が記録される。
【００６７】
　そして、表示処理においては、統合補正テーブルを用いて、補正値の算出処理及び画像
表示処理を実行する（ステップＳ５－１，Ｓ５－２）。
　本実施形態によれば、上述した（２）と同様な効果に加えて、以下のような効果を得る
ことができる。
【００６８】
　（４）本実施形態では、画質調整装置２０は、視聴角度に重み付けして補正値の登録処
理を実行する（ステップＳ４－３）。これにより、液晶パネル１０は、予め視聴者の存在
確率に基づいて決定した加重値により、単一の補正テーブルを用いて、画像を調整するこ
とができる。従って、動的に補正テーブルを変更することができないが、簡易な構成によ
り、視聴角度を考慮した画像を提供することができる。
【００６９】
　また、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
　・　上記実施形態においては、視聴者検知手段１２は、デジタルカメラ等に用いられて
いる公知の顔認識技術を用いる。視聴者の位置の特定方法は、顔認識技術に限定されるも
のではない。例えば、サーモグラフィを用いて、体温測定により、視聴者の位置を特定す
るようにしてもよい。
【００７０】
　・　上記実施形態においては、代表視聴角度（０度、±４５度）毎の補正テーブルを生
成し、ＲＯＭ１５ａに書き込む。代表視聴角度は、これらの角度に限定されるものではな
い。さらに多くの代表視聴角度を用いることにより、実際の視聴角度に対して、より精緻
な補正値を算出することができる。
【００７１】
　また、補正データ生成処理において、動的に代表視聴角度を算出するようにしてもよい
。具体的には、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２をカメラ位置検知手段として用いて
、撮影カメラ３０の設置位置（撮影角度）を算出する。そして、画質調整装置２０は、カ
メラ位置検知手段から撮影角度を取得し、この撮影角度を代表視聴角度として用いる。こ
れにより、任意の複数の位置に撮影カメラ３０を設置して、代表視聴角度毎の補正データ
を生成することができる。
【００７２】
　・　上記第２実施形態においては、液晶パネル１０は、優先順位決定処理（ステップＳ
３－４）、高順位の視聴者の視聴角度の算出処理（ステップＳ３－５）を実行する。ここ
で、視聴者の距離に応じて加重した視聴角度を算出するようにしてもよい。具体的には、
液晶パネル１０の視聴者検知手段１２に、視聴者までの距離を考慮して視聴角度を算出す
るために、距離が近い順番に視聴角度に乗算する加重値及び距離を考慮した視聴角度を算
出するための視聴角度算出式を保持させておく。この視聴角度算出式においては、視聴角
度に加重値を乗算して合計した合計値を算出するとともに、この合計値の算出に用いた加
重値の総和で除算するように構成されている。
【００７３】
　そして、液晶パネル１０は、各視聴者までの距離に応じて加重した視聴角度の算出処理
を実行する。具体的には、液晶パネル１０の視聴者検知手段１２は、取得した各視聴者の
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距離と視聴角度を、補正値用視聴角度算出式に代入することにより、視聴角度を算出する
。そして、液晶パネル１０は、Ｓ２－３，Ｓ２－４と同様に、視聴角度に応じて補正値の
算出処理及び表示処理を実行する（ステップＳ３－７，Ｓ３－８）。これにより、視聴者
の距離を考慮した視聴角度を用いて、画像を調整することができる。
【００７４】
　・　上記第２実施形態においては、液晶パネル１０は、優先順位決定処理（ステップＳ
３－４）、高順位の視聴者の視聴角度の算出処理（ステップＳ３－５）を実行する。ここ
で、視聴者の距離に応じた優先順位に応じて、視聴角度を算出するようにしてもよい。
【００７５】
　具体的には、ステップＳ３－４において、視聴者検知手段１２は、液晶パネル１０から
の距離が遠い登録視聴者の優先順位が低くなるように、優先順位を決定する。例えば、視
聴者検知手段１２は、最初に距離が近い順番に順位（距離順位）を定める。次に、視聴者
検知手段１２は、登録視聴者データ記憶部に記憶された優先順位（登録順位）を取得する
。そして、視聴者検知手段１２は、距離順位と登録順位とを考慮するための演算（例えば
乗算）を行なうことにより、総合順位を算出する。そして、この総合順位が高い視聴者の
視聴角度を算出する。そして、ステップＳ３－７において、液晶パネル１０は、視聴角度
に応じた補正値の算出処理を実行する。これにより、液晶パネル１０は、表示装置により
近い視聴者を優先した画像を提供することができる。
【符号の説明】
【００７６】
　１０…液晶パネル、１１…液晶部駆動手段、１２…視聴者検知手段、１５…補正回路、
１５ａ…ＲＯＭ、１５ｂ…ＲＡＭ、２０…画質調整装置、２１…制御部、２２…補正テー
ブル記憶部、３０…撮影カメラ、４０…テストパターン発生装置、５０…ＲＯＭライタ。

【図１】 【図２】
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